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あらまし：本研究では，⼩学校段階での環境教育において，外来植物が教材として有⽤であるかを検討する
ために，岐⾩市内の⼩学校 45 校を対象に⼦どもたちの⾝近な環境である⼩学校の校庭およびその周辺で外
来植物植⽣調査を⾏った．その結果，調査を⾏なった多くの学校では，確認した植物種の半数以上が外来
植物であった．本調査から，外来植物の教材としての有⽤性が⽰唆された．  
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1. はじめに                                
国⽴教育政策研究所の環境教育指導資料によ

ると，現在，地球規模で起きている主な環境問題
は，オゾン層の破壊，熱帯⾬林の減少，酸性⾬，
窒素酸化合物の放出，⽔質・⼟壌汚染，⽣物多様
性の喪失，地球温暖化，外来種問題が挙げられて
いる(1)．その中で，本研究では外来種問題に注⽬
する．外来種は，もともと⽣息していた他の地域
から⼈間の活動によって持ち込まれたもののこ
とを指す(２)．外来種問題は，健康や環境，更には
産業と深く関わり始めており，それらは多⽅⾯か
ら問題視されている． 

⼩学校における学習指導要領解説や教科書を
⾒てみると，外来種問題に関する事柄についてほ
とんど扱われていないのが現状である(3)．外来種
問題を扱うことが適しているとされる理科では，
外来種や外来種問題について教えることはほと
んど⾏われていない．その⼀⽅で，外来種を実験
や観察の材料や資料として扱われている事例が
確認されている．⼟井・林（2015）によると，⽇
本の侵略的外来種ワースト 100 に指定されている
セイヨウタンポポやハルジオンを⾝近な植物と
位置付け，教科書で扱っている例や，植物のつく
りを観察する際の教材として扱われている例が
ある(4)．⼩学校⽣活科では，国の要注意外来⽣物
に指定されているアメリカザリガニを⾝近な⽣
物として飼育や観察の教材として扱っている事
例が確認されている(5)．すなわち，外来種は「⾝
近な⽣き物」として学校教育では積極的に扱われ
ていることが明らかになっている． 

⼩学⽣を対象とした環境教育では，⾝近な⾃然
や環境を⽤いた教育から始めるのがふさわしい
とされ，⽬に⾒えるものを体験，観察することで，
の後の学びに際して実感を伴った理解ができる 
と⾔われている（6）．つまり，環境教育は，⾝近な
題材を⽤いることで，環境問題を⾃分たちの⾝近

な問題として捉えることができると考えられて
いる． 

以上より，本研究では，外来種問題を環境教育
で扱うために，⼦どもたちにとって⾝近なもので，
なおかつ授業で扱いやすい題材を選ぶ必要があ
ると考えた．⽔中⽣物や昆⾍などの動物は，植物
に⽐べて⾒つけることが容易ではなく，採集，観
察するには，時間的・⼈的・環境的制約がある．
⼀⽅，植物は国内に⽣息する外来種の数が他の⽣
物に⽐べて多く，⾒つけやすい．また，動物のよ
うに動くことがないため，扱いや使⽤後の処理を
容易に⾏うことができる．以上より，本研究では
外来種問題を扱う環境教育の題材として植物が
適切であると考えた．そこで，岐⾩市内において,
⼦どもたちの⾝の回りに⽣育している外来植物
の割合や分布について調査を⾏い，外来植物が環
境教育の題材として有⽤であるかを検討した． 

 
2. 各小学校に生育する外来植物の植生調査  

岐⾩市内に⽣息している外来種の分布状況に
ついては，平成 8 年〜平成 11 年，平成 21 年〜平
成 25 年の２度にわたって岐⾩市が「岐⾩市⾃然
環境基礎調査」を⾏なっている（7）.この調査は岐
⾩市全域を調べているため，⼦どもたちの⽣活圏
内などの⾝近な所に⽣息する外来種について限
定的に⾒ることはできない．本研究では，⼦ども
たちにとって⾝近な外来種の植⽣を調べるため
に，岐⾩市内にある市⽴⼩学校 4６校を対象に，
2019 年 4 ⽉下旬から 6 ⽉中旬にかけて調査を⾏
った．調査対象は, 事前に承諾の得られた 45 校の
⼩学校である．これらの⼩学校の校庭や校舎周り
などの敷地内および，⼦どもたちが登下校などで
使うと考えられる学校周りの植物相について調
査を⾏い，岐⾩市内の⼩学校における外来植物の
分布特性について考察する．また，「岐⾩市⾃然環
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境基礎調査」の結果が報告されている『岐⾩市版
ブルーリスト 2015』と⽐較し，岐⾩市の外来種問
題の特徴を明らかにする．最後に，以上の結果か
ら外来植物が環境教育の題材として適している
かを検討する． 
 
3. 結果と考察 

⼩学校ごとの全記録種に対する外来植物の記
録割合を図１に⽰す. 

 
図 1.	 小学校別の外来植物の記録割合	

 
図１より，外来植物の割合が全記録種の半分以

下の学校は 4 校のみであり，その他の学校に関し
ては，⽣育している植物の半分以上が外来種であ
ることが明らかになった．特に，８割以上が外来
植物である⼩学校は 3 校あった．このことから，
岐⾩市内の⼩学校に通う⼦どもたちが，学校やそ
の周辺で⾒たり触ったりしている植物の多くは
外来種であることが明らかになった． 

次に, 本研究の植⽣調査の結果と, 『岐⾩市版
ブルーリスト 2015』に記載されている外来植物
の分布について⽐較した．本調査で記録された種
ごとに，確認された学校数を算出した結果，複数
の⼩学校で⾒られた外来植物の中には，⽇本⽣態
学会が定めた「⽇本の侵略的外来種ワースト 100」
（8）に記載されているものがあった．例えば，要
注意外来⽣物のハルジオンが 18 校，ヒメジョオ
ンが 31 校，外国産タンポポ（セイヨウタンポポ）
が 32 校で⾒られ，この５年間で特定の外来植物
が広範囲の地域で⾒られるようになったことが
明らかになった．また，『岐⾩市版ブルーリスト
2015』で「侵⼊ランク C（市内への侵⼊は初期段
階もしくは未定着のもの）」に分類されているコ
メツブツメクサが 24 校で記録されたこと，その
他の侵⼊ランク C に分類される植物が多くの学
校で⾒られたこと，『岐⾩市版ブルーリスト 2015』 

で当該地域に⽣息していることが報告されてい
ない外来種が多数⾒られたことは，岐⾩市におい
て外来植物が繁殖し続けていることを裏付けて
いる．本研究で⾏なった植⽣調査の結果，⼦ども
たちの⾝近な環境においても外来種の繁殖が確
認できることが明らかとなった． 

以上より, (1)外来植物は調査を⾏った全ての
学校で⽣育していること, (2)⽣育している外来
種の種数が増えていること, (3)⾃分の住んでい
る地域だけでなく, 岐⾩市全域で外来植物が繁
殖していること，が明らかになった． 

環境教育で有⽤とされている教材は,上述した
とおり，⼦どもたちにとって⾝近であると感じら
れるものや, 授業で⽤いることが容易であるも
のであり，本調査の結果より外来植物はこれらの
事項を満たしていることが明らかになった．よっ
て, 外来植物は環境教育の題材として有⽤であ
ることが分かった. 

なお，2019 年 10 ⽉に同様の調査を実施したと
ころ，(1)視覚的に⾒分けにくい種が多い傾向に
あり、⼦どもにとって同定が容易ではないこと、
(2) 秋期に咲いている植物の数が春期と⽐べる
と少ないことが明らかとなり，秋期の外来植物は
授業で扱いにくいため，教材としては適さないこ
とが明らかになった。 
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